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第1章　 緒 言

私は教室考案の簡易骨髄組織培養法を用いて,第

1編 で健康人及び諸種血液疾患々者骨髄内好中球の

墨粒貧喰能に就て,次 いで第2編 で同骨髄内好中球

の中性紅生体染色に就て,夫 々時間的推移を追求し,

従来の組織培養法による成績と対比検討した.扨 て

健康家兎骨髄内偽好酸球の墨粒貧喰能及び中性紅生

体染色に関しては教室角南且7),田村19)の 骨髄組織

培養法を用いた詳細な報告があるが,私 は簡易骨髄

組織培養法を動物実験に応用せんとして同様の実験

を試み,健 康家兎の他2～3の 実験的貧血の研究を

試みた.

従来出血性貧血及び出血時の病態生理に関する形

態的方面の報告は枚挙に連がない.然 し何れも細胞

の生態観察によるものでな く,従 つて骨髄機能を把

握するに不充分であり,た だ組織培養法を応用した

研究としては教室沼本24)に よる報 告があるのみで

ある.即 ち沼本24)は 急性潟血貧血 家兎骨髄内偽好

酸球の墨粒負喰能及び中性紅生体染色に就て詳細に

観察を行つている.又 教室小野7)は 簡易骨髄組織培

養法を用いて,健 康家兎及び実験的貧血家兎骨髄の

組織増生,偽 好酸球遊走速度を観察 している.「レ」

線照射により末梢血及び骨髄 に変化を来すのは周知

の事実で,特 にその末梢血液像に関する研究は枚挙

に遑がない,又 骨髄に及ぼす「レ」線照射の実験的研

究にもHeineke96), Casati40), Bloom39),斉 藤14),中

尾22),西 川23),岩 本4)他 多数の業績があり,何 れも

大量照射にて骨髄が完全に破壊せ られると報告して

いる.教 室橋本27)は 骨髄 組織培養 法 にて種々の

「レ」線量を照射した家兎 を用い,骨 髄の白血球に

及ぼす影響を詳細に報告しているが,墨 粒負喰能及

び生体染 色に就 ては研究を行つていない.平 松30)

は超生体観察により家兎末梢血偽好酸球の塁粒負喰

能及び生体染色に就て若干の観察を行つているが,

「レ」線照射月髄 細胞の墨粒貧喰能並びに生体染色に

就ての文献は未だ見ない.

私は教室考案の簡易骨髄組織培養法を用い,健 康

家兎及び急性瀉血貧血家兎,「レ」線照射家兎骨髄偽

好酸球の墨粒貧喰能並びに中性紅生体染色を行い,

時間的推移を検索したので茲に報告する.

第2章 実験材料並びに実験方法

実験器材:

第1編 に記述 した器材を用いた.
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実験材料:

実験動物としては体重2瓩 前後の成熟白色雄性家

兎を使用 した.健 康家兎は実験前1週 間以上一定の

飼料を与えて完全に健康状態を維持せるものに就て

実験した.急 性瀉血貧 血家兎は体重当砥20cc 4日

間連続 瀉血 し5日 目に,「 レ」線照射家 兎は毎日

1000r 3日 間連続全身照射を行い, 4日 目に夫々実

験に用いた.

上記の家兎を実験に際して撲殺して大腿骨骨鉗子

をもつて割り,そ の骨髄を取り出して使用した.

墨汁及び中性紅溶液は夫々第1編 及び第2編 に記

述 した方法で作製した.

血清は予め絶食せしめた健康家兎を背位固定後,

心臓穿刺により血液を滅菌試験管に採取し,1分 間

3000回 転で10分 間遠心して血清を分離した.

実験器具はメスを除き,他 はすべて乾熱滅菌して

使用した.

実験方法:

第1編,第2編 に記述した方法で行つた.観 察に

際して墨粒貧喰能に就ては教 室 角南鋤 によれば人

好中球に比して家兎偽好酸球の貧喰度は甚だ低いも

のであるから,貧 喰度の最 も高い増生帯周辺部のみ

の偽好酸球の平均食喰度を以て表わした.中 性紅生

体染色に就ては第2編 に記述した如 く観察した.

第3章　 実 験 成 績

1. 健康家兎簡易骨髄組織培養

1) 成熟偽好酸球墨粒食喰能

3例 につ いて夫 々原組織 よ り放射 線上 にあ

る成 熟偽 好酸球 の平 均貧喰 度 を求 め た.即 ち

培養後3時 間では最高0.18,最 低0.14, 6時

間で は最高0.28,最 低0.23, 9時 間 では最 高

0.19,最 低0.14, 12時 間では最高0.12,最 低

0.08, 24時間では最高,最低共に0を 示した.又3例

平 均値の平均貧喰度 は第1表,第1図 に示す如 くで

培 養 後3時 間 で は0.16, 6時 間 では0.26, 9で は

0.17, 12時 間 では0.10, 24時 間で は0を 示 し, 6時

間 が最 高で以後 漸次低下す る.

2) 成 熟偽好酸球生体染色

3例 につ いて夫 々成 熟偽好酸球の平均染色度を求

めた.即 ち中性紅溶液添加後1時 間では最高0.94,

最 低0.92, 2時 間 では最高1.13,最 低1.08, 3時 間

で は最高1.30,最 低1.26, 4時 間 では最高1.50,最

低1.45, 5時 間 では最高1.19,最 低1.14, 6時 間で

は最高1.06,最 低1.02, 9時 間 では最高0.76,最 低

0.70, 12時 間で は最高0.50,最 低0.45, 24時 間では

最高0.21,最 低0.14を 示 した.又3例 平均値の平均

染色度を求 めるに,第2表,第2図 の 如 く中性紅

溶液添加後1時 間では0.93, 2時 間 では1.11, 3時

間では1.28, 4時 間 では1.48, 5時 間 では1.17, 6

時 間で は1.04, 9時 間 では0.73, 12時 間では0.48,

 24時 間 では0.18を 示 し,中 性紅 溶液添加後4時 間が

最高で 以後漸次裾色 した.

第1図　 健康家兎骨髄偽好酸球墨粒貧喰能

(3例 平均値)

第1表　 健康家兎骨髄偽好酸球墨粒負喰能

(3例 平均値)

第2表　 健康家兎骨髄偽好酸球中性紅生体染色

(3例 平均値)
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Ⅱ. 急性泊血貧血家兎簡易骨髄組織培養

末梢血液像は第3表 に示す如く血色素量,赤 血球

数共に瀉血直後著明に減少し,血 色素量は4～5日

後,赤 血球数は2～3日 後より夫々回復し始める.

白血球数は2～3日 後に増加し,そ の後は次第に減

少の傾向を示した.網 状赤血球数は2～3日 後が増

加の頂点で,後 次第に減少した.

第2図　 健康家兎骨髄偽好酸球中性紅生体

染色(3例 平均値)

第4表　 急性瀉血貧血家兎骨髄偽好酸球墨

粒貧喰能

第3表　 急性瀉血貧血家兎末梢血液像

第3図　 急性瀉血貧血家兎骨髄偽好酸球墨

粒貧喰能

第5表　 急性瀉血貧血家兎骨髄偽好酸球中

性紅生体染色

1) 成 熟 偽好酸球墨粒貧喰能

3例 について夫 々平均貧喰度を求め るに,第4表,

第3図 の如 く培養後3時 間で は0.05, 0.07, 0.08, 6

時間 が最高で0.10, 0.12, 0.14,以 後 漸次低 下し9時

間では0.05, 0.06, 0.09, 12時 間で は0.02, 0.03, 0.03,

 24時 間 では何れ も0で あつた .即 ち本症では平均貧

喰 度 は 対 照 た る健 康 家 兎 に 比 し て 終 始 低 値 を 示 し た.

2) 成 熟 偽 好 酸 球 生 体 染 色

3例 に つ い て 夫 々 平 均 染 色 度 を 求 あ る に,第5表,

第4図 の 如 く中 性 紅 溶 液 添 加 後1時 間 で は1.08,

 1.15, 1.18, 2時 間 で は1.27, 1.72, 1.30, 3時 間 が

最 高 で1.50, 1.90, 1.68,以 後 槌 色 し 始 め4時 間 で は

1.25, 1.30, 1.20, 5時 間 で は1.04, 1.12, 1.08, 6時

間 で は0.75, 0.82, 0.68, 9時 間 で は0.45, 0.57, 0.50,

 12時 間 で は0.26, 0.40, 0.35, 24時 間 で は0.18, 0.14,
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0.12で あつた.即 ち本症では生体染色は対照たる健

康家兎の場合に比して早期に高度に染色し,且 槌色

も早かつた.Ⅲ

. 「レ」線照射家兎簡易骨髄組織培養

末梢血液像は第6表 に示す如 く血色素量,赤 血球

数,白 血 球数及び網状赤血球数は何れ も照射直後よ

り減少 し,特 に白血球 数の減少は著明 であつた.

1) 成 熟 偽好酸球墨粒貧喰 能

4例 について夫 々平均貧喰度を求 めるに,第7表,

第5図 の如 く培養後3時 間 で は 培 養 後3時 間では

0.10, 0.11, 0.06, 0.09, 6時 間 が最高 で0.12 , 0.13,

 0.15, 0.17,以 後低下 し9時 間では0.08, 0.09, 0.05,

 0.11, 12時 間 では何れ も0で あつ た.即 ち本症 では

平均貧喰度は対 照たる健康家 兎に比 して終始低値 を

示 した.第4図　 急性瀉血貧血家兎骨髓偽好酸球中

性紅生体染色 第7表　 「レ」線照射家兎骨髓偽好酸球墨粒貧

喰能

第6表　 「レ」線照射家兎末梢血液像

第5図　 「レ線」照射家兎骨髓偽好酸墨粒貧喰能

第8表　 「レ」線照射家兎骨髄偽好酸球中性紅

生体染色

2) 成 熟 偽 好 酸 球 生 体 染 色

4例 に つ い て 夫 々 平 均 染 色 度 を 求 め る に,第8表,

第6図 の 如 く中 性 紅 溶 液 添 加 後1時 間 で は1.20;

 0.50, 0.62, 1.35, 2時 間 で は1.50, 1.33, 1.70, 2.00;

 3時 間 が 最 高 で1.70, 1.78, 2.00, 2.33,以 後 急 速 に

槌 色 し4時 間 で は1.54, 1.45, 1.83, 2.00, 5時 間で

は1.31, 1.25, 1.50, 1.33, 6時 間 で は0.75, 0.85,

 1.00, 0.88, 9時 間 で は0.57, 0.46, 0.50, 0.38, 12時

間 で は 何 れ も0で あ つ た.即 ち 本 症 で は 生 体 染 色 は
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対照たる健康家兎に比して早期に高度に染色し,且

早期に急速に槌色した.

第4章　 総 括並びに 考按

以上の如 く簡易骨髄組織培養法を用い,健 康家兎,

急性瀉血家兎及び 「レ」線照射家兎骨髄偽好酸球の

墨粒貧喰能並びに中性紅生体染色の時間的推移を追

求したが,先 づ健康家兎に就ては墨粒貧喰能は培養

6時 間後0.26の 最高平均貧喰度を示し,従 来の組織

培養法による教 室角南17)の 成績,即 ち培養6時 間

後1.54の 最高平均貧喰度に比して甚だ低値を示した.

中性紅生体染色は中性紅溶液添加後4時 間で1.48の

最高平均染色度を示し,従 来の組織培養法による教

室田村19)の 成績,即 ち中性紅 溶液添加後5時 間で

1.31の最高平均染色度に比して高値を示したが,槌

色は緩慢であつた.急 性瀉血貧血家兎では末梢血液

像は血色素量,赤 血球数共に瀉血直後著明に減少し,

回復は血色量では4～5日 後,赤 血球数,白 血球数,

網状赤血球数は何れも2～3日 後であつた.瀉 血開

始後5日 目に於て簡易骨髄組織培養法を行うに,墨

粒貧喰能は培養6時 間後0.10, 0.12, 0.14の最高平均

貧喰度を示 し,健 康家兎に於ける培養6時 間後0.26

の最高平均貧喰度,従 来の組織培養法による教室沼

本別)の成績,即 ち培養後6時 間後0.20の 最高貧喰

度に比して低値を示した.中 性紅生体染色は中性紅

溶液添加後3時 間で1.50, 1.90, 1.68の最高平均染色

度を示し,健 康家兎に比して早期に高度に染色し,

且槌色も早かつたが,従 来の組織培養による教室沼

本24)の 成績では中性紅溶液添加後4時 間で2.18の

最高平均染色度 を示 し,本 法による成績よりも高

度に染色し,且 褪色 も急速 であつた.教 室沼本鋤

は骨髄機能最も旺盛なる瀉血3～5日 に遊走速度は

最 も亢進するが,墨 粒貧喰能は最も低下し,中 性紅

生体染色は早期に高度に染色 し,且 早期に槌色する

事を認めているが,簡 易骨髄組織培養法に於ても教

室沼本24)の実験結果と略々一致することを確めた.

「レ」線照射 によ る骨髄 組織の変化に就ては,

 Heineke以 来Bloom39), Casati40),中 尾22),岩 本4),

西川23)等 多数の報告 があり,い づれも大量照射で

骨髄の完全な破壊 をみているが, B1oom39)は9日

後に再生をみて再 び退 行変性すると云い,中 尾22)

はモルモヅトに就て300rで は骨髓 細胞は一時相

当に減少するが, 15～20日 では骨髄像の回復するも

のが多 く, 1000～3000rで は6時 間頃か ら骨髓細

胞は減少し始め, 24時間で幼若細胞の減少著しく,

次いで膠様髓 に化して数日で死亡すると云つている.

岩本4),西 川23)は 家兎に就て1000～6000r1回 照

射により直接照射部位の骨髄は1日 より障碍され,

結局骨髄の荒廃を来すと云つている.

又平松30)は 家兎を用いて,超 生 体観察により末

梢血偽好酸球の墨粒貧喰能並びに生体染色に対する

放射線の影響について観察 しているが,貧 喰能は少

量照射では一過性に冗進し,大 量照射では著明に減

退したと云い,超 生体染色に就ては10000倍 の中性

紅 と400倍 ブローム,フ エノール,ブ ラウによる混

合指示薬を用い染色を行つた結果,偽 好酸球の対照

例に出現する退行性変性,或 は空胞は放射線により

著しく早期に現われ,好 酸球では黄色穎粒の出現早

く,時 に青色顆粒 も現われ,好 塩基球は最 も対照と

差異が少なかつたと云い,こ の結果は色素を指示薬

として細胞膜 の透過性及びpHと の問に一定の関

係があるものと述べている.

教室橋本27)は家兎に就て1000r1回 照射, 100r,

 300r反 覆連続全身照射を行い,骨 髄組織培養法に

て骨髄の増生,偽 好酸J走 速度に及ぼす影響を検

索し, 100,300r反 覆連続全身照射例では組織増生

の低下と,偽 好酸球の機能低下を認めている.然 し

その際の墨粒貧喰能及び生体染色に就ては触れてい

ない.

私は家兎に就て1000r3日 間連 続全身照射を行

つたが,末 梢血液像は諸家の成績と同じく白血球数,

網状赤血球数の著明なる減少と赤血球数,血 色素量

の減少を認めた.又 骨髄は肉眼的に変性を思わせる

色調が認め られた.

更に照射直後の骨髄の簡易組織培養を行い,偽 好

酸球の墨粒貧喰能及び中性紅生体染色を観察するに,

墨粒貧喰能は対照健康家兎に比して極めて低下 し,

中性紅生体染色は.早期に高度に染色し,且 早期に褪

色を示し,偽 好酸球の極度の機能低下を示した.

第6図　 「レ」線照射家兎骨髓偽好酸球中性紅

生体染色
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以上の動物実験の結果,私 は本法により従来の組

織培養法と同様に実験家兎の骨髓内偽好酸球の機能

判定が可能であることを知つた.

第5章　 結 論

私は簡易骨髓組織培養法を用い,健 康家兎,急 性

瀉血貧血家兎及び 「レ」線照射家兎骨髓偽好酸球の

墨粒貧喰能並びに中性紅生体染色を検索し,次 の結

論を得た.

1) 先づ健康家兎では,成 熟偽好酸球思粒貧喰能

は従来の組織培養法による値に比して低値を示 した.

又成熟偽好酸球生体染色は従来の組織培養法に比し

て最高染色度に達する時間が早いが,褪 色は緩慢で

あつた.

2) 急性瀉血貧血家兎では,成 熟偽好酸球墨粒貧

喰能は健康家兎に比して終始低値を示 した.成 熟偽

好酸球生体染色は健康家兎に比して早期に高度に染

色し,且 急速に褪色したが,こ れは従来の組織培養

法による成績と略々類似するとは云え,厳 密にはや

はり僅かに劣ると見るべきである.

3) 「レ」線照射家 兎では,成 熟偽好酸球墨粒貧

喰能は健康家兎に比して終始著明に低値を示した,

成熟偽好酸球生体染色は健康家兎に比し早期に高度

に染色し,且 早期に急速に褪色し,明 らかに偽好酸

球の機能低下を認めた.

欄筆するに当り,終 始御懇篤なる御指導と御校閲

を賜つた恩師平木教授並びに角南講師に深甚なる謝

意を表す.

(本論文の要旨は昭和33年 第480回 岡山医学会に

於て発表した)
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Studies on Bone-Marrow Tissue Culture, the Simple Method of

our Own Device

Part3. Carbon-Particle Phagocytosis and Vital Staining of Pseudo

eosinophils in the Rabbits with Experimental Anemia

By

Manabu Okame

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School
(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

By bone-marrow tissue culture, the simple method of our own device, the author studied 

the carbon-particle phagocytosis and neutral-red vital staining of pseudoeosinophils in the bone 

marrow of normal rabbits, the rabbits with acute anemia by blood depletion, and the rabbits 

exposed to X-ray irradiation. As the results the author arrived at the following conclusions:

1. In the case of normal rabbits mature pseudoeosinophils in the bone marrow show a 

lower carbon-particle phagocytic capacity than that in the conventional method of culture, 

and the vital staining of mature pseudoeosinophils is deeper and reaches the maximum stain 

a little earlier than in the case of the conventional method, and the staining fades slowly.

2. In the case ob rabbits with. acute anemia due to blood depletion the carbon-partiele 

phagocytosis of mature pseudoeosinophils is always lower than that in the case of normal 
rabbits. The vital staining of mature pseudoeosinophils in this case takes place earlier and 

to a higher degree than in the case of normal rabbits. Moreover, their color fades quickly 

but these findings are quite similar to those of the conventional method of culture. Strictly 

speaking, these findings are slightly inferior to those of the conventional method. 

3. In the case of rabbits irradiated with X-ray the carbon-particle phagocytosis of 

mature pseudoeosinophils is markedly lower than that in the case of normal rabbits throu

ghout the culture.
The vital staining of mature pseadoeosinophils in the bone marrow of rabbits takes place 

earlier and to a higher degree than in the case of normal rabbits, and also it fades very 

rapidly, clearly proving the decline of the function of pseudoeosinophils.


